
　
３
月
定
例
会
は
、
３
月
３
日

か
ら
25
日
ま
で
の
23
日
間
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、
町
長
が
新
年
度

予
算
の
大
要
と
施
政
方
針
「
選

択
と
集
中
で
未
来
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
住
み
よ
い
ま
ち
、

住
み
た
く
な
る
ま
ち
を
目
指
し

て
」
と
、
町
政
の
基
本
的
な
考

え
を
表
明
。

　
平
成
21
年
度
10
会
計
の
当
初

予
算
を
は
じ
め
、
平
成
20
年
度

補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
や
改

正
な
ど
32
件
が
上
程
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　
そ
の
他
、
陳
情
１
件
、
請
願

２
件
を
審
議
し
、
陳
情
を
採
択
、

請
願
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
議
員
提
出
議
案
と
し
て
、
意

見
書
の
２
件
が
提
出
さ
れ
可
決

し
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
度
予
算
審
議
は
、

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

２
日
間
か
け
集
中
審
議
し
、
す

べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
７
議
員
が

町
政
全
般
に
わ
た
り
厳
し
く
問

い
た
だ
し
ま
し
た
。

3
月
定
例
会

予
算
の
内
容

一般会計予算 122億　　8,000万円
緊縮型予算で最大の効果を

　
予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
と
企
業
会
計
合
わ
せ

て
、
２
０
０
億
１
２
９
３
万
円

で
、前
年
度
よ
り
９
億
３
６
３
３

万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
、
総
額

１
２
２
億
８
０
０
０
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
10
億
７
８
０
０
万

円
の
減
額
。

　
町
税
の
総
額
は
、
76
億
６
１

７
３
万
円
で
、
前
年
度
よ
り

13
億
４
６
３
７
万
円
の
減
額

と
な
り
、
特
に
法
人
町
民
税

は
、
自
動
車
関
連
企
業
の
業
績

不
振
に
よ
り
18
億
円
の
大
幅
減

と
な
り
ま
し
た
。
固
定
資
産
税

は
、
大
規
模
償
却
資
産
に
か

か
る
課
税
権
が
県
か
ら
戻
り

６
億
３
０
０
０
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　
借
り
入
れ
金
は
、
町
税
の

減
収
を
補
て
ん
す
る
臨
時
財

政
対
策
債
５
億
円
を
含
め
、

９
億
５
１
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
特
別
会
計
で
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
移
行
し
た
老
人

保
健
が
、
２
億
４
５
７
２
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳出

民生費
25.5％

町税
62.4％

その他　0.9％
財産収入　0.6％

自動車取得税交付金　0.8％

町債（借金）
7.7％

地方特例交付金　0.9％地方譲与税　1.1％
分担金及び負担金

1.8％

地方消費税
交付金　3.2％

使用料及び手数料
1.8％

繰越金　2.4％

繰入金
5.3％

国庫支出金
4.1％

県支出金
3.7％

諸収入　3.3％

災害復旧費　0.0％

予備費　0.2％労働費　0.3％

議会費　1.1％

商工費　1.2％

消防費　4.8％

農林水産業費
5.2％

諸支出費　0.1％

総務費
15.4％

土木費
15.2％

公債費
（借金返済）
8.6％

衛生費
8.4％

教育費
14.0％

歳入

景気後退の影響で法人町民税18億円の減

〔一般会計予算の割合〕
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一般会計予算 122億　　8,000万円

会　計　区　分 予算額 前年度比（％） 採決の状況

一　般　会　計 122 億 8,000 万円 ▲ 8.1 反対２：賛成 13 で可決

特別会計

土 地 取 得 ４億 5,606 万円 ▲ 6.9 全員賛成で可決
国 民 健 康 保 険 29 億 1,242 万円 11.4 反対２：賛成 13 で可決
老 人 保 健 2,077 万円 ▲ 92.2 反対２：賛成 13 で可決
後期高齢者医療 ２億 4,032 万円 ▲ 2.8 反対２：賛成 13 で可決
介 護 保 険 12 億 3,432 万円 7.6 反対２：賛成 13 で可決
幸 田 駅 前 土 地
区 画 整 理 事 業 ２億 7,655 万円 1.0 全員賛成で可決

農業集落排水事業 ４億 5,693 万円 22.6 反対２：賛成 13 で可決
下 水 道 事 業 ９億 2,444 万円 ▲ 8.1 反対２：賛成 13 で可決

水道事業
会　　計

収 益 的 支 出 ６億 8,710 万円 ▲ 0.3
反対２：賛成 13 で可決

資 本 的 支 出 ５億 2,402 万円 8.3
合　　　　　計 200 億 1,293 万円 ▲ 4.5

各会計別の当初予算額と採決状況 （▲は減）

　
ア
メ
リ
カ
に
端
を
発
し
た
金
融
危
機
は
、
世
界
的
な
経
済

不
況
と
な
り
派
遣
切
り
で
職
と
住
い
を
失
う
労
働
者
が
急
増
。

　
町
財
政
も
法
人
町
民
税
が
前
年
度
の
10
分
の
１
、２
億
円

に
激
減
し
た
。
深
刻
な
経
済
状
況
に
、
新
駅
の
設
置
・
建
設

に
52
億
円
の
巨
費
投
入
は
、
町
財
政
を
危
機
に
お
ち
い
れ
る

も
の
。

　
子
育
て
世
代
を
中
心
に
、
学
校
給
食
費
の
値
上
げ
、
修
学

旅
行
、
ス
ポ
ー
ツ
共
済
、
部
活
動
補
助
削
減
に
よ
る
負
担
増
。

夏
ま
つ
り
、
凧
揚
げ
、
健
康
福
祉
ま
つ
り
、
駅
伝
の
中
止
は

元
気
を
う
ば
う
。

　
新
駅
建
設
は
先
送
り
し
、
町
民
生
活
へ
の
負
担
転
嫁
の
見

直
し
を
求
め
反
対
の
立
場
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。

　
歳
入
で
は
未
曾
有
の
世
界
的
経
済
不
況
に
よ
り
、
法
人
町

民
税
・
個
人
町
民
税
・
固
定
資
産
税
の
家
屋
分
な
ど
減
額
と

な
っ
た
が
、
大
規
模
償
却
資
産
の
課
税
権
が
県
か
ら
戻
り
、

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
・
繰
入
金
・
町
債
・
臨
時
財
政
対

策
債
な
ど
を
見
込
ま
れ
、
先
の
見
え
な
い
な
か
、
将
来
の
行

財
政
需
要
を
見
極
め
た
堅
調
な
運
用
で
あ
る
。

　
歳
出
で
は
幸
田
駅
前
区
画
整
理
・
新
駅
と
自
由
通
路
設
置

お
よ
び
周
辺
整
備
・
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
建

設
・
給
食
セ
ン
タ
ー
移
転
改
築
な
ど
各
般
に
わ
た
り
バ
ラ
ン

ス
良
く
、
前
向
き
な
政
策
を
評
価
す
る
。

内田　等 議員 賛 成 丸山千代子 議員反 対

平成21年度

討 論
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（
仮
）障
害
者
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
の
建
設

　
第
２
授
産
所
と
し
て
、
作
業
所

の
拡
大
。
　
　
　
９
０
０
８
万
円

新規事業 　を
ピック 　アップ

中
央
小
学
校
の
体
育
館

改
築
予
定

　
耐
震
化
と
児
童
数
の
増
加
か
ら
、

平
成
21
年
度
に
実
施
設
計
。（
改

築
は
22
年
度
）　
　
５
０
０
万
円

（
仮
）子
ど
も
権
利
条
例
の
策
定

　
子
ど
も
の
意
見
を
取
り
入
れ
、「
生
き
る
・

育
つ
・
守
ら
れ
る
・
参
加
す
る
」
の
権
利
を

保
障
し
、
平
成
22
年
度
に
施
行
。
　
69
万
円

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

　
生
後
４
ヵ
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る

家
庭
を
訪
問
し
、
絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

子
育
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
。
　
　
　
90
万
円

子
育
て
支
援

・
妊
婦
健
診
が
14
回
無
料
に
拡
大
。

　
　
　
　
　
　
　
５
９
１
９
万
円
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休
止
、
削
減
な
ど
を
し
た
事
業
と
金
額

・
小
・
中
学
校
の
修
学
旅
行
補
助

金
を
１
人
あ
た
り
１
０
０
０
円

の
減
。
　
　
　
　
１
０
１
万
円

・�

中
学
生
海
外
派
遣
の
休
止
。

　
　
　
　
　
　
　
　
７
２
０
万
円

・�

中
学
生
の
部
活
動
補
助
金
の
減
。

　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
３
万
円

・�

夏
ま
つ
り
、
駅
伝
、
凧
揚
げ
、

健
康
福
祉
ま
つ
り
の
中
止
。

　
　
　
　
　
　
　
１
１
９
１
万
円

・
町
長
５
万
円
（
月
額
）、
副
町

長
３
万
円
（
同
）、
教
育
長

２
万
円
（
同
）
そ
れ
ぞ
れ
任
期

ま
で
引
き
下
げ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
５
万
円

・
議
会
特
別
委
員
会
の
視
察
中
止
。

　
　
　
　
　
　
　
　
1
7
4
万
円

・�

区
長
、
交
通
指
導
員
の
視
察
を

民
営
バ
ス
か
ら
町
の
バ
ス
に
切

り
替
え
。
　
　
　
　
　
62
万
円

（
仮
）
相
見
駅
と
周
辺
に

　
駅
の
負
担
金
と
自
由
通
路
の
設
置

工
事
、
駅
周
辺
の
用
地
を
購
入
。

　
　
　
　
　
　
４
億
８
３
０
０
万
円

新規事業 　を
ピック 　アップ

地
域
安
全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

１
名
増
員
し
３
名
体
制
に

　
時
間
の
延
長
や
防
犯
の
強
化
。
　
　
　
８
０
２
万
円

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

　
子
ど
も
が
自
主
的
に
読
書
活
動
が
で
き

る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
計
画
を
推
進
す

る
策
定
委
員
会
を
設
置
。
　
　
25
万
円
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介
護
保
険
料
値
上
げ

　
国
の
法
令
改
正
お
よ
び
第
４

期
の
事
業
計
画
策
定
に
よ
り
保

険
料
率
の
改
正
が
さ
れ
た
。

Q�

　
基
金
取
り
崩
し
に
よ
る
値

上
げ
抑
制
は
。

A�

　
５
１
５
０
万
円
を
繰
り
入

れ
、
値
上
げ
幅
を
抑
え
た
。

Q�

　
改
正
内
容
は
。

A�

　
被
保
険
者
の
保
険
料
率
を

６
段
階
か
ら
８
段
階
に
す
る
。

保
険
料
と
利
用
者
負
担
の
軽

減
額
が
拡
大
さ
れ
る
。

（
反
対
２
賛
成
13
で
可
決
）

　

救
助
工
作
車
Ⅱ
型
の
取
得

　

契
約
6
4
2
6
万
円

�
　
消
防
救
助
工
作
車
更
新
の
入

札
が
２
月
９
日
に
実
施
さ
れ
、

山
佐
産
工
（
株
）
が
落
札
し
た
。

Q���

　
当
初
取
得
見
込
額

9
0
0
0
万
円
と
の
差
額
は
。

A�

　
財
政
事
情
を
考
慮
し
、
装

備
品
の
更
新
を
見
送
り
、
継

続
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

Q�

　
安
全
性
、
機
能
性
は
大
丈

夫
か
。

A�

　
随
時
更
新
す
る
の
で
問
題

は
な
い
。

　
　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　�

道
の
駅
「
合
同
会
社
・
筆
柿

の
里
幸
田
」
に

　
道
の
駅
の
指
定
管
理
者
が
法

人
化
に
よ
り
、
名
称
な
ど
が
変

更
さ
れ
た
。

Q
　
役
員
、
出
資
者
数
は
。

A�

　
執
行
役
員
は
11
人
、
出
資

者
82
人
で
資
本
金
7
0
0
万

円
と
な
っ
た
。

Q�
　
レ
ス
ト
ラ
ン
の
委
託
業
者

は
。

A��

　
公
募
６
社
の
内
か
ら
飲
食

業
者
が
選
考
さ
れ
、「（
株
）

美
山
」
と
し
て
営
業
す
る
。

　
　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

国
民
健
康
保
険
税
引
き
上
げ

　
法
定
限
度
額
68
万
円
ま
で

　　　　　　　8億5,000万円 借り入れ
7億9,922万円 を積み立て  

審議されたその他の議案

● 個人情報保護条例の一部改正	（全員賛成で可決）
● 税条例の一部改正	 （全員賛成で可決）
●� 愛知県市町村職員退職手当組合規約の変更
	 （全員賛成で可決）
● 介護従事者処遇改善臨時特例基金条例の制定
	 （全員賛成で可決）
●� 幸田町地区計画の区域内における建築物制限条
例の一部改正	 （全員賛成で可決）
●� 字の区域の設定及び変更（坂崎京ヶ峯）
	 （全員賛成で可決）
● 町道路線の認定及び廃止	 （全員賛成で可決）
●� 町長等の給料の特例に関する条例の制定
	 （全員賛成で可決）

にぎわう道の駅

集
中
審
議

条
例
改
正
な
ど

　

国
民
健
康
保
険
税
の
引
上
げ

　
法
定
限
度
額
ま
で

　
保
険
事
業
の
費
用
負
担
の
適

正
化
を
図
る
た
め
改
正
さ
れ
た
。

Q　
引
上
げ
理
由
は
。

A�

　
医
療
給
付
額
の
増
加
に
耐

え
る
た
め
、
全
体
で
約
１
割

の
引
き
上
げ
と
な
る
。

Q　
減
額
、
減
免
措
置
は
。

A�

　
総
所
得
33
万
円
以
下
世
帯

減
額
拡
大
と
非
課
税
世
帯
の

減
免
規
定
を
追
加
し
た
。

（
反
対
２
賛
成
13
で
可
決
）
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一
般
会
計

　
町
税
不
足
１
億
6
0
0
0
万

円
と
な
っ
た
が
、
国
・
県
の
支

出
金
１
億
8
1
1
1
万
円
な
ど

と
、
定
額
給
付
金
を
含
む
国
庫

補
助
金
５
億
8
2
4
9
万
円
を

追
加
補
正
し
た
。

　
な
お
、
減
収
補
て
ん
債
で

８
億
5
0
0
0
万
円
を
借
り
入

れ
、
将
来
の
財
政
運
営
に
備
え
、

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

７
億
9
9
2
1
万
円
を
積
み
立

て
た
。

　

定
額
給
付
金
は
、
生
活

支
援
と
地
域
経
済
対
策
で

５
億
5
8
4
1
万
円
。

　
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
、

３
・
４
・
５
歳
の
第
２
子
以
降
に

１
人
３
万
6
0
0
0
円
で
、
総

額
2
4
0
0
万
円
。

Q�　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
振
興
券
の

検
討
は
。

A�　
商
工
会
と
協
議
し
た
が
、

費
用
面
か
ら
無
理
と
判
断
し

た
。

　
特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
会
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　　　　　　　8億5,000万円 借り入れ
7億9,922万円 を積み立て  

各会計別　３月補正予算

会計区分 補正額 補正後の額

一般会計 ９億7,286万円 150億6,875万円

特
　
別
　
会
　
計

土 地 取 得（財源更正）０円 ４億9,011万円

国 民 健 康 保 険 5,563万円 27億5,842万円

老 人 保 健 ▲9,200万円 １億8,363万円

後 期 高 齢 者 ▲1,600万円 ２億3,124万円

介 護 保 険 2,617万円 11億9,821万円
幸 田 駅 前 土 地
区 画 整 理 事 業（財源更正）０円 ２億7,381万円

農業集落排水事業 ▲1,040万円 ３億6,218万円

下 水 道 事 業 ▲6,860万円 ９億3,689万円

（▲は減）

陳情・請願

議員提出議案

平
成
20
年
度
　
補
正
予
算

●「�公契約に関する基本法の制定を求める意見書の採択を求
める陳情」

（全員賛成で採択）
●「�非正規切り」防止の緊急措置と労働者派遣法の抜本改正
を求める請願書

（反対 13 賛成２で不採択）
●「�中部地方整備局の事務所・出張所の存続と地方分権改革
推進委員会の第２次勧告に向けて地方分権改革に係る慎
重な審議を求める請願書」（継続審査）

（反対 13 賛成２で不採択）

●公契約に関する基本法の制定を求める意見書（案）の提出
（全員賛成で採択）

●�地震防止対策強化地域における地震対策緊急整備事業に
係る国の財政上の特別措置に関する法律の延長に対する
意見書（案）の提出

（全員賛成で採択）

減収
補てん債で  

平成21年5月1日 ●7 こうた 議会だより
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